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ステンレスとアルミニウムの溶接は、従来法では溶接部がもろいため行われていませ

んでした。この研究は、半導体製造用真空装置等の真空容器（アルミニウム）と配管（ス

テンレス）を接続する継手部品の製造をパルス通電焼結技術を利用して行いました。 
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ステンレス鋼とアルミニウム合金の間に、インサート材を用いた結果、継手接合部の

引張強さは約 100MPa となり、高性能真空装置などの配管継手部品として、利用が可能

です。 

 

パルス通電でステンレスとアルミを接合 
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開発した継手部品の外観写真 
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通電により発生した熱を

効率よく接合に利用 

ステンレスリングを考

案し傾斜温度場を形成 


